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4 小　 川 8　 －左 肘 ， 左 前 樽 贋 物 腫　　 物　　 巧 長 崎
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6
，小 ■杯 昭 和 12年　　 43才
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7 河　 野 昭 和 13年　　 63才 踵　　 痺　　 内 1 東 京
8 ． 僚 －水 昭 和 15年　 －　25才 躁　　 瘍　　 内 3 横 浜
9 ．下 村 等 ．昭 和 32年 ■’　 4フ才 ・ 旺　　 宿　　 内 〇 長 崎 ．（∵°
を調べた範囲では松浦の乳房嚢腫，笹川の淋
巴陰嚢，，菅沼の乳児腹部多房性嚢腫，小川
の左前脾腫物，池田の陰茎淋巴管炎，小林の
右上勝淋巴瘡，河野の右上脾腫瘡，清水の包
皮皮下膿瘍の僅かに8例で，我々の症例は第
9例日に当り，・しかも乳房部より発見した症
例としては松浦に次いで第2例である（表参
照）・
片峰，森口は「フィラリア」熱発作に際して
は必ずといつてよい程何等かの特異的な局所
症状を伴ひ，しかも局所症状を訴える部位は
概ね各個人に■より一定していると述べている．
浸淫地ではその局所症状の部位によつて「首
ふるひ」，「かたふるひ」，「ちちふるひ．」，「腰
ふるひ」，「せんき」，「きんふるひ」等の名称
で呼ばれている・所謂「ちちふるひ」は女子
乳房部に授乳と無関係に発生し，リンパ管の
線状発赤を中心とした丹毒様発作で乳房全体
が球状に腫脹し該部の灼熱疹痛を訴え，一般
に発熱その他の全身症状が認められ，．時に後
遺症として乳房の象皮病に移行する■と云はれ
ている．我々の症例でははつきりした「ちち
ふるひ」・発作の既往歴はないが28才頃から
みられた肩胴部の疹痛や膿瘍の形成などは或
は成虫寄生による病変であつたの、かも知れな
い●
糸状虫症の診断には仔虫が発見され，或は
過去に定型的な「フィラリア」熱発作があり．
特長ある慢性病変をともなう時は診断は容易
であるが’病歴の古いものでは仔虫が陰性化
するも，のが多く，又特有な症状を欠除するこ
ともしばしばで，かかる場合診断の確定はな
かなかむづかしい．更に好酸球増多を示すこ
とが多いがこれも本症に必発の所見ではない．
「フィラリア」症中最も多い症状に精系リンパ
管炎があるが，その病変が精管及副睾丸部に
ある場合にはその臨床所見は結核性副皐丸炎
と極めて酷似して両者の鑑別は臨床所見のみ
では不可能のことが多い・組織病変は成虫虫
体をふくむリンパ管を中心とした炎症であり，
強い組織エオジノフヶリーがその特長と思わ
れるが，虫体が発見出来ない場合や発症が古
く組織化の進んだものではこれをフィラ・リア
性の変化と断定することが困難なものである。
皮下の浅い部分にバンクロフト糸状虫の成
虫が寄生し，それによつて病変がひき．おこさ
れることは前に述べた様な症例の報告があり’
叉片峰等の云うように「・くさふるい」発作の
場合に見られる所謂局所症状が成虫によるふ・
のとすればそれはど稀なものではないかも知
れないが．．しかしこれを臨床的所見から「フ
ィラリア」症と診断することは殆んど木可能
と云はねばならない∴たとへ好酸球増多症そ
の他より寄一生．虫性のものを疑つ牢としても他
の寄生虫，例へぼ，肺吸虫　Paragonimus
Westermanii，有蘇顎口虫　Gnathostoma
spinigerum，マンソン孤虫　Sparganum
mansoni’或は有鈎条虫Taenia solium
による病変との鑑別が問題となる。多くは手
術による摘出，更に組織学的検索の潜呆初め
てそれと診定されるのが普通であろう・．一方
診断の為に適確な免疫反応．の出現が望まれる
乳腺腫瘍を窮つ．た「フィラリア」症の一例　　　　　　　　　　　　1433
のであるが現在ではまだ実用の域に達してい
ない。
我々の症例もただ患者が「フィラリア」症の
流行地である長崎県五島の出身と云うだけで，
血中の仔虫は勿論，好酸球の増多もなく既往
症や現症に「フィラリア」症と思はれる所見も
ないので，臨床所見から乳腺腫瘍と診断され
結
臨床的に乳腺腫瘍を疑つた五島出身家婦の
右乳房皮下腫瘡より病理組織学的検索の結果
たものである．強いて云へぼ患者の訴えが明
瞭でないが，28才頃から時々おこつた肩月甲部
の疹痛や膿瘍り形成など或は成虫による病変
かとも思はれないことはないが，何れにせよ
「フィラリア．1症の流行他に於ては常に「フィ
ラリア」症を念頭に置いて診療た従事する必
要が痛感される●
語
「バンクロフト」糸状虫の成虫を発見した・
（欄筆するに当り，御校閲を旛つた長崎大学北村精一教授，片峰大助助教授，病院長前田宍博
士，並びに病理組織学上の御教京を受けた西森一正助教授，内科医長品川龍彦博士に深謝する°．
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